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6年-13 

２-６ 幕府の政治と人々の暮らし
鎖国への道

6年 組 番

②【基本】地図 を確認しよう。 
・題と記号を確認しよう。

・日本町とは何だろうか。

③【ポイント】日本と東アジアとの貿易の様子を読み取ろ
う。 
・日本町と主な貿易港を丸で囲もう。

・地図から気づいたことを書こう。

・外国との交流がさかんになることによって，どのようなことが起きただろうか。

④鎖国になるまでの様子について，教科書の資料から読み取ろう。 

⑤外国との交流の変化について，ノートにまとめよう。 

①【ねらい】江戸時代はじめの外国との交流の変化についてわかる。 

P144～P145 

日本人の商人が東南アジアに出かけ，各地に移り住ん
でできた町

・日本町はシャムとルソンにある。１ケ所だけではなく、何ケ所もある。　　

・貿易港は中国から東南アジアの島々まである。貿易船も遠くまで出ている。

・日本から商人が東南アジアの各地に移り住んで，貿易や交流をしていたことが、

この地図からわかる。

・日本は九州から貿易船が出ていた。

・外国とのつながりが深まり，外国のものや文化が入ってきたと思う。

・宣教師たちの活動によって，キリスト教の信者が増えてきた。

・幕府はキリスト教を禁止し，海外との交流も禁止した。


